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研究者から

一言

光の散乱などを利用して，大気中の微粒子や雲に関連する測定器を新た
に開発しています．自分が調べたい対象を測るために必要な機器が一般
的に製品として販売されていないので，自ら開発を進めています．新しい
技術を開発するというのではなく，既存の技術を組み合わせることで新し
い機器を作り出しています．

・混合層雲の放射特性や微物理特性に不明な点が多い
・雲粒子の有効半径や水粒子，氷粒子の混合比を明らかにする

雲粒子顕微鏡の開発

既存測器は数十μm以上の粒子が対象

浮遊雲粒子は10μm程度
浮遊した雲粒子を撮像可能な雲粒子顕微鏡を新たに開発

太郎防（富士山中腹）での試験観測結果

雲粒子顕微鏡の概要

測定粒子の画像処理
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偏光を利用した光散乱式微粒子計測器 (POPC) の開発

直接的にエアロゾルの個数濃度をリアルタイムにモニター可能にする

大気中や海洋中，湖水中での光の伝わり方
を現地での実測に基づいた理論により扱っ
ています．

様々な測定項目を対象に，光を利用した測
定器開発等のお手伝いが可能です．

広く用いられている微粒子計測器(OPC)は粒
径ごとの個数濃度を測定する

粒径ごとの個数濃度

組成ごとの質量濃度

POPCはさらに偏光の情報を合わせ，粒子それぞれの組
成を推定することができる

黄砂のような
鉱物粒子

人間活動に関係した
微粒子


